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な
点
が
多
く
、
さ
ら
な
る
検

証
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
水
素
入
浴
の
光
老

化
に
対
す
る
作
用
を
解
析
す

る
に
あ
た
り
、
入
浴
剤
で
実

現
可
能
な
低
濃
度
の
水
素

が
、
Ｕ
Ｖ
Ｂ
に
よ
っ
て
誘
発

さ
れ
る
表
皮
細
胞
内
で
の
Ｒ

Ｏ
Ｓ
の
増
加
お
よ
び
真
皮
線

維
芽
細
胞
で
の
Ⅰ
型
コ
ラ
ー

ゲ
ン
の
減
少
に
対
し
て
有
用

で
あ
る
か
を
検
証
し
た
。

　

表
皮
細
胞
に
お
け
る
水
素

の
Ｒ
Ｏ
Ｓ
消
去
作
用
に
つ
い

て
、
表
皮
細
胞
を
25
ｐ
ｐ
ｂ

お
よ
び
50
ｐ
ｐ
ｂ
の
水
素
を

含
む
培
地
で
24
時
間
培
養
し

た
後
、Ｕ
Ｖ
Ｂ（
20 

mJ
／
㎠
）

を
照
射
し
、
さ
ら
に
10
分
間

水
素
添
加
培
地
で
培
養
後
、

障
害
を
起
こ
し
た
発
汗
機
能

を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
発

汗
時
に
収
縮
を
起
こ
す
汗
腺

の
構
造
を
理
解
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

発
汗
機
能
を
司
る
汗
腺

は
、
分
泌
部
と
導
管
部
で
構

成
さ
れ
た
１
本
の
管
状
の
外

分
泌
腺
で
、
汗
は
分
泌
部
で

放
出
さ
れ
、
導
管
部
を
通
っ

て
皮
膚
表
面
に
排
出
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
汗
腺
の
末
端
の

分
泌
部
と
一
部
の
導
管
部

は
、
糸
く
ず
が
絡
ま
る
よ
う

に
コ
イ
ル
状
に
複
雑
に
折
り

た
た
ま
れ
、
複
雑
な
三
次
元

構
造
を
持
つ
た
め
、
従
来
の

つ
こ
と
が
２
０
０
７
年
に
示

さ
れ
て
い
る
。
以
来
、
水
素

の
疾
病
予
防
・
治
療
効
果
に

関
す
る
基
礎
医
学
研
究
や
臨

床
研
究
が
盛
ん
に
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　

文
献
報
告
は
既
に
３
０
０

件
以
上
を
超
え
、
年
々
増
加

し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
皮
膚
は
常
に
紫
外

線
を
受
け
酸
素
と
接
し
て
Ｒ

Ｏ
Ｓ
の
第
一
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

な
り
う
る
た
め
、
皮
膚
に
お

け
る
水
素
の
作
用
は
未
解
明

　

ヒ
ト
の
肌
で
は
紫
外
線
を

受
け
る
こ
と
で
過
剰
な
活
性

酸
素
種
（
Ｒ
Ｏ
Ｓ
）
が
生
ま

れ
、
そ
れ
ら
Ｒ
Ｏ
Ｓ
が
細
胞

を
構
成
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
タ
ン

パ
ク
質
、
脂
質
な
ど
を
酸
化

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
細
胞
障

害
（
酸
化
ス
ト
レ
ス
）
を
起

こ
さ
せ
、
シ
ミ
や
シ
ワ
な
ど

光
老
化
症
状
が
現
れ
る
。

　

そ
の
光
老
化
症
状
を
引
き

起
こ
す
酸
化
ス
ト
レ
ス
対
し

て
は
、
水
素
が
Ｒ
Ｏ
Ｓ
を
消

去
し
て
細
胞
防
御
機
能
を
持

　

今
回
の
研
究
成
果
に
つ
い

て
は
、
６
月
22
日
に
米
国
科

学
誌「
Ｐ
Ｌ
Ｏ
Ｓ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」

に
も
公
開
さ
れ
た
。

　

近
年
、
温
暖
化
や
超
高
齢

社
会
を
背
景
に
、
熱
中
症
や

多
汗
症
の
患
者
の
増
加
が
社

会
的
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

汗
腺
の
三
次
元
構
造
の
可

視
化
は
、
発
汗
時
に
お
け
る

汗
腺
収
縮
の
し
く
み
の
解
明

に
つ
な
が
る
成
果
で
あ
り
、

熱
中
症
や
多
汗
症
の
解
明
、

治
療
や
次
世
代
型
制
汗
剤
の

開
発
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

ー
ゲ
ン
を
Ｄ
ｏ
ｔ 

Ｂ
ｌ
ｏ

ｔ
法
を
用
い
て
定
量
し
た
。

　

Ｕ
Ｖ
Ｂ
照
射
群
で
は
、
細

胞
か
ら
の
Ⅰ
型
コ
ラ
ー
ゲ
ン

の
分
泌
が
非
照
射
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
群
と
比
較
し
、
35
・
５

％
に
低
下
し
た
が
、
水
素
濃

度
25
ｐ
ｐ
ｂ
で
は
46
・
６
％
、

同
50
ｐ
ｐ
ｂ
群
で
は
48
・
７

％
と
な
り
、
Ⅰ
型
コ
ラ
ー
ゲ

て
、
三
次
元
的
に
汗
腺
を
可

視
化
し
た
と
こ
ろ
、
コ
イ
ル

構
造
内
の
分
泌
腺
が
、
タ
オ

ル
を
絞
る
よ
う
に
捻
れ
た
立

体
構
造
を
と
っ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
こ
の
分
泌
腺

を
覆
う
筋
上
皮
細
胞
は
、
分

泌
腺
の
チ
ュ
ー
ブ
の
捻
れ
方

向
に
沿
っ
て
並
ん
で
い
た
と

い
う
。

　

さ
ら
に
、
発
汗
刺
激
を
行

う
た
め
に
必
要
な
神
経
に
つ

い
て
も
三
次
元
的
に
可
視
化

し
た
と
こ
ろ
、
神
経
線
維
は

筋
上
皮
細

胞
の
み
を

取
り
巻
い

て
い
る
こ

と
が
わ
か

り
、
乳
腺

や
唾
液
腺

と
い
っ
た

他
の
分
泌

細
胞
内
に
産
生
さ
れ
る
Ｒ
Ｏ

Ｓ
の
量
を
測
定
し
た
。

　

Ｕ
Ｖ
Ｂ
照
射
群
の
Ｒ
Ｏ
Ｓ

産
生
率
が
、
非
照
射
群
の
約

２
・
３
倍
と
な
る
２
３
３
・

５
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
水

素
濃
度
25
ｐ
ｐ
ｂ
群
で
は
１

８
８
・
７
％
、同
50
ｐ
ｐ
ｂ
群

で
は
１
７
１
・
５
％
と
な
り
、

水
素
濃
度
依
存
的
に
細
胞
内

に
Ｒ
Ｏ
Ｓ
が
減
少
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

真
皮
線
維
芽
細
胞
に

お
け
る
Ⅰ
型
コ
ラ
ー
ゲ

ン
の
減
少
に
対
す
る
水

素
の
作
用
に
つ
い
て
、

真
皮
線
維
芽
細
胞
に
Ｕ

Ｖ
Ｂ
（
20 

mJ
／
㎠
）
を

照
射
し
、
最
終
水
素
濃

度
25
ｐ
ｐ
ｂ
お
よ
び
50

ｐ
ｐ
ｂ
と
な
る
よ
う
に

調
製
し
た
培
地
で
48
時

間
培
養
し
、
培
地
中
に

分
泌
さ
れ
た
Ⅰ
型
コ
ラ

二
次
元
的
な
構
造
解
析
で
は

汗
腺
構
造
を
解
明
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

　

同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
そ

の
汗
腺
の
コ
イ
ル
構
造
に
着

目
し
、
三
次
元
構
造
解
析
に

有
用
な
ホ
ー
ル
マ
ウ
ン
ト
免

疫
染
色
法
を
用
い
て
、
ヒ
ト

汗
腺
を
構
成
し
て
い
る
パ
ー

ツ
ご
と
に
識
別
で
き
る
マ
ー

カ
ー
を
選
定
し
、
汗
腺
の
複

雑
な
コ
イ
ル
構
造
の
解
明
を

進
め
た
。

　

識
別
マ
ー
カ
ー
を
用
い

ン
の
分
泌
量
が
回
復
す
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
入
浴

剤
で
実
現
可
能
な
低
濃
度

（
25
、
50
ｐ
ｐ
ｂ
）
の
水
素

が
、
Ｕ
Ｖ
Ｂ
照
射
に
よ
る
表

皮
細
胞
内
で
の
Ｒ
Ｏ
Ｓ
の
産

生
を
抑
制
し
、
真
皮
線
維
芽

細
胞
か
ら
の
Ⅰ
型
コ
ラ
ー
ゲ

ン
の
分
泌
量
の
減
少
を
緩
和

す
る
こ
と
、
低
濃
度
水
素
に

は
単
回
の
紫
外
線
照
射
に
よ

る
細
胞
障
害
か
ら
皮
膚
を
構

成
す
る
細
胞
を
保
護
す
る
作

用
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
単
回
の
紫
外
線

障
害
が
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
じ
る
シ
ミ
や
シ
ワ
な

ど
の
光
老
化
症
状
に
対
し
て

水
素
が
有
効
で
あ
る
可
能
性

や
、
水
素
を
効
率
よ
く
皮
膚

に
供
給
す
る
手
段
と
し
て
水

素
入
浴
が
有
用
で
あ
る
可
能

性
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
。

腺
と
は
全
く
異
な
る
特
徴
的

な
三
次
元
構
造
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。そ
の
た
め
、

独
自
の
分
泌
機
構
で
汗
を
排

出
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

　

こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
今

後
の
研
究
で
発
汗
時
の
汗
腺

収
縮
の
基
礎
的
な
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
さ
ら
に
解
明
さ
れ
れ

ば
、
汗
腺
の
発
汗
障
害
に
あ

た
る
熱
中
症
や
多
汗
症
の
解

明
や
治
療
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
汗
腺
に
フ
タ

を
す
る
機
能
が
中
心
だ
っ
た

制
汗
剤
の
領
域
に
お
い
て
、

「
汗
腺
に
直
接
作
用
す
る
こ

と
に
よ
り
汗
の
量
を
制
御
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
っ

た
全
く
新
し
い
次
世
代
型
制

汗
剤
の
開
発
実
現
性
も
高
ま

る
。

に
お
け
る
主
な
輸
出
先
国

別
輸
出
金
額
は
以
下
の
通

り
で
す
。

　

16
年
輸
出
国
別
輸
出
金

額
は
、
香
港
（
８
６
６
０

２
百
万
円
）が
最
も
多
く
、

中
華
人
民
共
和
国
（
５
５

８
６
８
百
万
円
）、
台
湾

（
３
６
２
８
９
百
万
円
）、

大
韓
民
国
（
３
５
１
５
１

百
万
円
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル（
１
７
９
７
３
百
万
円
）

が
続
い
て
お
り
、
東
ア
ジ

ア
の
国
や
地
域
が
上
位
を

占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
新
興
国
に
お
け

る
主
な
輸
出
先
国
別
輸
出

金
額
伸
張
率
（
12
年
～
16

年
）

　

一
方
、
12
年
か
ら
16
年

の
財
務
省
貿
易
統
計
に
よ

る
ア
ジ
ア
新
興
国
に
お
け

る
主
な
輸
出
先
国
別
輸
出

金
額
伸
張
率
は
以
下
の
通

り
で
す
。

　

12
年
か
ら
16
年
の
伸
張

率
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア（
６

２
２
・
８
％
）
が
最
も
高

く
、ベ
ト
ナ
ム
（
５
０
７
・

１
％
）、
香
港
（
３
９
８
・

４
％
）、フ
ィ
リ
ピ
ン
（
３

１
８
・
７
％
）、
中
華
人

民
共
和
国
（
２
７
２
・
８

％
）
が
続
い
て
い
ま
す
。

伸
張
率
で
み
る
と
、
輸
出

金
額
で
は
上
位
に
入
っ
て

い
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

が
上
位
に
食
い
込
ん
で
い

る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
財
務
省
の

貿
易
統
計
を
分
析
す
る

と
、
こ
れ
ま
で
５
年
間
の

日
本
化
粧
品
輸
出
金
額
の

伸
び
は
香
港
、
中
華
人
民

共
和
国
、
台
湾
、
大
韓
民

国
の
４
カ
国
・
地
域
の
需
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日
本
の
化
粧
品
輸
出
入
金
額
②
～
金
額
こ
そ
小
さ
い
も
の
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
需
要
が
急
拡
大
～

　

ア
ジ
ア
新
興
国
に
お
け

る
主
な
輸
出
先
国
別
輸
出

金
額（
２
０
１
２
～
16
年
）

　

２
０
１
２
年
か
ら
２
０

１
６
年
の
財
務
省
貿
易
統

計
に
よ
る
ア
ジ
ア
新
興
国

要
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

来
ま
し
た
が
、そ
の
陰
で
、

金
額
こ
そ
小
さ
い
も
の
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ

ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
い
っ

た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
需

要
が
急
成
長
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
日
本
の
化
粧
品

産
業
は
、
中
華
人
民
共
和

国
、
台
湾
、
大
韓
民
国
と

い
っ
た
東
ア
ジ
ア
の
需
要

を
確
保
し
つ
つ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
と
い
っ
た
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
需
要
を
顕

在
化
さ
せ
て
輸
出
額
を
拡

大
す
べ
く
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
に
お
け
る
日
本
製
化

粧
品
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
へ
向
け
た
施
策
を

戦
略
的
に
実
行
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

バ
ス
ク
リ
ン
は
、
光
老
化
に
対
す
る
水
素
の
作
用
に
つ

い
て
解
析
す
る
研
究
を
進
め
、
紫
外
線
障
害
が
蓄
積
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
光
老
化
症
状
（
シ
ミ
や
シ
ワ
等
）

に
対
し
て
、
水
素
が
有
効
で
あ
る
可
能
性
を
見
出
し
、
さ

ら
に
水
素
を
効
率
よ
く
皮
膚
に
供
給
す
る
手
段
と
し
て
水

素
入
浴
の
有
用
性
を
示
唆
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ヒ
ト
汗
腺
の
三
次
元
構
造
の

可
視
化
に
成
功

熱
中
症
や
多
汗
症
の
解
明
、次
世
代
型
制
汗
剤
の
開
発
へ

　

マ
ン
ダ
ム
と
大
阪
大
学
大
学
院
薬
学
研
究

科
が
設
置
し
た
「
先
端
化
粧
品
科
学
（
マ
ン

ダ
ム
）
共
同
研
究
講
座
」
は
こ
の
ほ
ど
、
同

講
座
の
岡
田
文
裕
招
へ
い
教
授
、
同
大
学
蛋

白
質
研
究
所
寄
附
研
究
部
門
の
関
口
清
俊
教

授
、
大
学
院
医
学
系
研
究
科
情
報
統
合
医
学
皮
膚
科

学
講
座
の
片
山
一
朗
教
授
と
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
お

い
て
、
体
温
調
節
を
担
う
ヒ
ト
汗
腺
の
三
次
元
構
造

の
可
視
化
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
。

水
素
の
光
老
化
へ
の
作
用
を
解
析
、

水
素
入
浴
の
有
用
性
も

グラフ1：ＲＯＳ産生率（％） グラフ２：Ⅰ型コラーゲン分泌率（％）


